
財
籾
省
貿
易
統
計
（
左
表）
に
よ
る
と、
4
月
の
輸
入
量
は
生
鮮
野
菜
で
6
万
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此、
生
鮮
果
実
16
万
8
7
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此
と
な
り、
前
年
に
比
べ
て
そ
れ
ぞ
れ
24
%、
2

％
減
少
し
た。
生
鮮
野
菜
で
は
輸
入
量
シ
ェ
ア
の
54
％
を
占
め
る
中
国
産
が
26
％
減

少。
中
国
産
は
業
務
用
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ

る
外
食
需
要
の
低
下
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る。
一
方、
生
鮮
果
実
で
は

増
加
す
る
品
目
も
見
ら
れ
た。

生
鮮
野
菜
の
う
ち
輸
入
量

が
前
年
比
で
大
き
く
減
少
し

て
い
る
の
は、
タ
マ

ネギ、

ニ
ン
ニ
ク、
ネ
ギ・
リ
ー
キ

な
ど
で、
ど
れ
も
中
国
か
ら

の
輸
入
が
中
心。
「
中
国
産

は
船
便
で
の
入
荷
が
主
体。

同
国
で
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
当
初
は
物
流
に
影
響
が

あ
っ
た
が、
輸
入
量
減
少
は

業
務
用
需
要
の
減
退
が
大
き

い」
と
商
社。
そ
れ
だ
け
に、

回
復
に
は
「
ま
だ
時
間
が
か

か
る
の
で
は」
と
見
る。

生
鮮
野
菜
輸
入
量
の
約
4

分
の
ー
を
占
め
る
カ
ボ
チ
ャ

は
前
年
比
7
％
減
少。
こ
の

う
ち
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
産

は
5
％
減。
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
と
も
な
っ
外
出
制
瞑

で
収
穫
や
選
果
作
業
が
浦
っ

た
こ
と
に
加
え、
船
便
の
遅

れ
な
ど
が
影
響
し
た。
メ
キ

シ
コ
産
も
舶
便
の
遅
れ
な
ど

で
43
％
減。
メ
キ
シ
コ
産
は

6
月
中
S
下
旬
頃
ま
で
入
荷

が
続
く
が、
「
ウ
イ
ル
ス
禍

に
よ
る
影
響
が
解
消
さ
れ
て

も、
作
付
面
糠
の
減
少
に
加

え
天
候
不
順
に
よ
る
不
作
で

前
年
比
1
割
く
ら
い
減
少
し

そ
う」
と
の
予
測。
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
は
約
2
割
減
少。
メ

な
か
っ
た
の
で
は」
と
い
う。

イ
ン
の
米
国
産
も
約
2
割
減

果
実
で
は
生
鮮
輸
入
量
の

少
し
た
が、
「
国
産
に
不
足

55
％
を
占
め
る
バ
ナ
ナ
が
3

感
が
な
く、
ニ
ー
ズ
が
弾
く

％
減
少。
こ
の
う
ち
フ
ィ
リ

ピ
ン
産
は
生
産
量
の
減
少
に

加
え、
外
出
制
限
に
よ
る
労

働
者
不
足、
物
流
の
停
滞
な

ど
が
影
響
し、
5
％
減
少
し

た。
6
月
は
ウ
イ
ル
ス
禍
に

よ
る
影
響
は
軽
減
さ
れ
る
と

見
ら
れ
る
も
の
の、
生
産
量

は
大
幅
に
は
増
え
な
い
模

様。
一
方、
中
南
米
産
は
順

調
に
入
荷
す
る
見
通
し。
ア

ボ
カ
ド
は
中
心
産
地
の
メ
キ

笙
鮮
野
菜
24

％
減

汀”

月

果
実
は
リ
ン
ゴ
な
ど
増
加

シ
コ
で、
船
の
連
休
な
ど
に

ら、
収
穫・
選
果
作
業
に
は

よ
り
26
％
減
少
し
た。

影
響
が
な
か
っ
た
と
い
う。

一
方、
増
加
し
た
の
は
オ

直
近
5
年
間
の
輸
入
量
は

レ
ン
ジ、
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー

オ
レ
ン
ジ
で
最
高
と
な
り、

ツ、
リ
ン
ゴ、
キ
ウ
イ
な
ど。

グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
で
は
16

こ
の
う
ち、
リ
ン
ゴ
は
前
年

年
に
次
ぐ
高
水
準
と
な
っ

の
約
6
倍
と
な
る
9
l
l

た。
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
っ
た

トン。
メ
イ
ン
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー

キ
ウ
イ
も
出
荷
順
調
で、
5

ラ
ン
ド
産
は、
ゴ
ー
ル
デ
ン

年
間
で
最
高
の
出
荷
量
を
記

ウ
イ
ー
ク
に
合
わ
せ
て
サ
プ

録
し
た。

4

ラ
イ
ヤ
ー
が
出
荷
量
を
増
や

し
た。
こ
の
う
ち
大
手
の
フ

レ
ッ
シ
ュ
コ
社
で
は
2.
5

倍
に
増
加。
同
国
で
も
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
ロ
ッ

ク
ダ
ウ
ン
が
行
わ
れ
た
も
の

の、
リ
ン
ゴ
産
業
が
重
要
産

業
と
指
定
さ
れ
た
こ
と
か


